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第51期第６回常任幹事会 報告 

日時：2021年10月28日(木)13：30～15：15 会場 東京労働会館５階会議室 

出欠：吉田、白滝、千葉、芝宮、椎橋、寺川、窪田、阿久津、山根、相川、小形、築館、 

細見、加藤(都)、國米、田村、市橋、木崎、酒井、加藤(年)、加藤(教)、菅谷、 

吉野、岡本、森松、前沢、＜代理＞斯波   17/26（下線欠席）議長：窪田次長 

傍聴：                           （□はリモート参加） 

 

Ⅰ、報告 
東京社保協 寺川慎二事務局長が亡くなり、ご家族と相談の上、東京社保協として後日

訃報を発することが報告された。 

１ 、活動報告 

１０月 

 ４日(月)11：00～ 高齢者のいのち・健康・人権を守る政治へ転換めざす学習決起集

会＆国会議員要請行動 

 ６日(水)13：30～ 中央社保協第３回運営委員会 

８日(金)11：30～ 都立・公社病院独法化中止「定款」撤回を求める都議会包囲行動 

１１日(月)10：30～ オリパラ運営委員会 

12：00～ 消費税廃止東京各界連大塚駅南口宣伝 

     13：45～ 消費税廃止東京各界連事務局会議 

１３日(水)10：00～ 介護をよくする東京の会事務局会議 

１４日(木)13：00～ ＃いのちまもる 10・14総行動 日比谷野音 

２８日(木)13：30～ 東京社保協第６回常任幹事会 

 

２、中央社保協、地域社保協の取り組み 

（１）中央社保協 

10月6日(水)13：30～ 中央社保協第３回運営委員会          資料：1～13 

（２）加盟団体・友諠団体の総会・学習会など 

なし 

（３）共闘団体報告 

１）人権としての医療・介護東京実行委員会 事務局会議        資料：14～18 

①事務局会議  9月30日(木)15:30～17:00 

・9/5 上野宣伝は70名参加、いのち署名55筆、都立28筆、介護25筆。 

当日午後の新宿南口中央団体宣伝には5～60名が参加（全国36都道府県119カ所で宣
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伝、Twitterデモ） 

・9/17 都議会へ独法化中止請願43,910筆を提出。上田都議と日本共産党都議は紹介議

員に。生活者ネットはそもそも紹介議員にはならない。立憲はなるという議員もい

る。引き続き要請を続ける。 

・9/19 連絡会学習会で太田作新大名誉は、都立病院を公社にして以降この間に、公社

は債務超過におちいる。特定資産を運営資金で使っている。このまま建替えの時期を

迎えても借金も出来ないのでは？土地・建物は都の無償貸与で減価償却に引き当てて

こなかった。都立と一緒にして独法化後、建て替えで売却の話もあり得る。 

・9/21 議会棟前宣伝、定款への知事宛抗議文提出、記者会見を行う 

・9/28 新宿駅西口宣伝に70名参加。その後都議会開会日行動120名参加 

・9/29新いのち署名スタート学習決起ネット集会。約150名参加 

・港と渋谷区議会に都立広尾病院の独法化に関する請願を提出する。地方議会向けの請

願ひな型作成 

②各団体報告 

 ・10/20、18時半～ 都立・公社病院独法化問題 太田名誉教授 

 ・10・14いのちまもる国民集会 

 ・サタデーアピール10月は休み、11月27日（土）14：00 上野広小路口 

 ・いのちまもる署名項目、12月議会に請願提出予定 

 ・独法化問題で総務委員会への対応が必要。評価委員会が新たに設置される。定款が通

る前提で評価委員会ができる。厚生か総務か、審議上どこかヤマかわからない。定

款、行政手続法条例に違反では。公社評議委員会で決をとる。委員が何か言っても変

わらない。 

・地評はティッシュを作成（最賃と一緒）。様々な月間と一緒に取り組む。活用して欲

しい。 

・土建は、10/8は36支部、各10名参加で取り組む。個人署名10月に向け取り組む。いの

ち署名は11月から年明けで取り組む。 

・民医連は、衆議院選各予定候補に独法化についてのアンケートを送る。 

・東京保険医協会は、病院経営本部に独法化問題について要請。前都議に審議中止を求

める要請を送る。 

③協議内容 

・都議会３定中に「定款」に関する請願提出：４定で論議させるために、団体署名とし

て提出したいが、内容未定 実行委員会・連絡会 

・４定へ提出する新たな署名の開始・・・内容は廃止条例撤回 

・東京都保健医療公社へ公社病院を（解散・財産贈与）するなの要請 

・行政的医療確保の事例や独法化反対論拠の資料、実態整理 

・いのち署名目標（全労連100万、医労連180万）、前回到達65万。1次集約12/24 

④当面の日程 

・10/8(金) 11:30～12:30 都議会包囲行動（定款委員会審議日、11日採決） 

・10/14(木) いのちまもる総行動 日比谷野音＋Web 
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・10/20(水)18時半～ 都立・公社病院独法化問題 太田名誉教授 Web 

・11/23(祝) 13～17時 地域医療守る交流集会 全労連会館＋Web 

⑤次回事務局会議 10月28日(木)15:30～社保協総会終了後 地評会議室 

  

都立病院を充実させる連絡会から、パンフ「都立・公社病院『どっぽうか』って？」を

作成した。連絡くれれば必要部数をお渡し（費用相談）するので大いに活用して欲しい。

コロナ禍でどれだけ都立・公社病院が対応してきたか、対応病床数を比較しても明らか。

海外に比べて日本は公立病院やＩＣＵがいかに少ないかが解る。独法化に関して３定での

論戦について紹介された。                    資料追加：57～58 

 

２）介護をよくする東京の会                     資料：19～36 

①事務局会議 10月13日(水)10:00～11:15 

・「介護政策の抜本的転換を求める7団体の要求・要望」が市民連合のホームページに掲

載された 

・東京医労連、全労連が介護夜勤労働の実態調査を行ってきた。改善にむけた要求と運

動が大きくなっている。 

・自治体ＤＸ戦略として介護分野にも波及、マイナカード利用での申請が検討されてい

る。江東ではピッタリサービス＝申請手続き・データ共通化、システムの標準化が導

入される。文京は検討中。 

・三多摩では自治体に要望書提出して、市町村長会が対都要望を提出しているので、そ

れを踏まえて11月中旬頃に会と懇談を予定している 

・介護署名の学習会用パワポを全日本民医連が作成 

②協議内容 

・抜本的改革提言の学習会は、東京高連の東京のつどい企画の一環として1～2月の土曜

日、14時～２時間以内でラパス＋Ｗｅｂで開催する。 

・総選挙に向けて、７団体の要求・要望とアンケートを各政党の都段階事務所へ送付し

た。10/25期限の回答を各団体で広報する。 

・10/18、10/25、11/11介護要求のTwitterデモに取り組む。 

・都議会４回定例会で各会派要請をして介護請願の提出をする。 

・東京都への介護要求提出と懇談は、11月以降とする。 

・11/5都民要求重点項目の対都懇談の役割分担を確認。 

・11/11電話相談の広報、相談者組織を再確認。 

③当面日程 

 ・介護をよくするアクション月間（10～11月） 

 ・10月14日（木）13～ いのちまもる医療・社会保障立て直せ総行動 野音 

・10月31日（日）13時半～16時半 全国介護学習交流集会 全労連会館＋Web 

・11月5日（金） 対都要求懇談 

・11月11日（木） 介護・認知症なんでも無料電話相談 30県、300件を目標に（前年
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24県、271件） 

・11月14日（日）12～13時 巣鴨駅前 中央団体とともに介護宣伝 

・11月20日 介護署名第１次集約。年末国会で提出予定 

④次回事務局会議 11月10日(水)10:00～ 5階東京地評会議室 

 

福保労では、署名の紹介国会議員要請を行い、公明、維新以外は自民も含めて応じてく

れた。また厚労交渉を行い、慰労金の再支給を求めたが「子どもは重症化しない」「リハ

が大切だったら出した」と応じない回答だった。東京の介護職賃金格差は全産業平均と10

万円を超える。 

医労連では、10/14ナースウェブを開催、10/16介護行動を行った。11/11にはTwitterデ

モ、11/27上野駅でのアッピール行動を実施の予定。 

 

３）消費税廃止東京各界連絡会事務局会議               資料：37～41 

①事務局会議 10月11日(月)13:45～14:30 

・定例宣伝 10/11、12:00～12:45 大塚駅南口 

      6団体14名参加 署名 、宣伝ティシュ約  個配布 

      各政党に参加を呼びかけて日本共産党大山都議が参加 

・第3回都議会定例会中に「消費税引き下げ請願」を提出。本日紹介議員要請を行う。 

・小金井市議会で「消費税インボイス実施延期を求める意見書」可決 

・インボイス問題宣伝のリーフ（全商連）、パンフ（東京税経新人会） 

②協議内容 

・総選挙にむけた運動 

・宣伝物の活用：全国各界連作成のステッカー、フリーランス向けのアピール動画

（インボイス問題）を作成 

・地元議員・候補者への働きかけ。地方議会への請願・陳情 

・コロナ状況を勘案して今年も総会は開催しない 

・本会議で会務報告、会計報告を承認した。 

③次回事務局会議 11月15日(月)13:45～15:00 

 定例宣伝     〃    12:00～12:45 大塚駅南口 

 

東商連からは、インボイス問題は事業者が理解していないのと、運動が広がっていない

のが課題。学習・宣伝を広げてゆく。１千万円以下は消費税を納めるのか、取引から排除

されるかの選択となる。解っていたことだが、来年の確定申告を控えて、コロナ対策とし

ての国からの協力金や支援金が収入とされて、納税が問題になる。収入増となると所得

税、住民税、国保料が連動して跳ね返ってくる。次回に具体的事例を示すようにしたい。 

 

４）生存権裁判を支える東京連絡会  

都生連からは、10/1に14回公判（争点整理手続き）が行われ、３０名が傍聴した。厚労
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側が反論書を出してきた。パソコンやテレビ価格が下がっていたので、物価下落し、「相

対的に物価が下がった」というもの。その根拠提出要求に対しては２月に応えるとした。

また、大阪判決を含めて原告側の実態陳述も行った。台風接近だったので、宣伝と報告会

は実施せず。 

５）都民連世話人会 ＜10月25日の会議は諸情勢のため延期＞ 

次回第１回世話人会 11月8日(月)13：30～ ５階地評会議室＆オンライン 

 福島原発訴訟の支援を。10/8東電交渉を実施したが、係争中を理由にまともに対応せ

ず。都立・公社病院の独法化の振り返りと４定に向けて論議した。 

 

６）オリパラ都民の会第78回運営委員会 

①10月11日(月)10:30～  東京労働会館５階地評会議室 

 委員会としては、オリパラの経費負担問題を見極める必要があることから、組織委が解

散するまで継続する。 

 

７）東京高齢期運動連絡会 ＜10月25日の会議はコロナ禍のため中止＞ 

次回常幹 11 月 24 日(月)14 時～ 東部区民事務所 

 75 歳以上窓口負担医療費２倍化実施中止署名を進める。東京のつどいは、全体会は行

わず、3～4 分科会を 1～2 月にかけて開催する。現在の分科会案は、①高齢になっても住

み続けられるまちづくり（民医連）②介護保険制度の抜本改革提言案（介護をよくする東

京の会）③高齢者の人権、実態と運動の方向④年金・生存権裁判 

 

（４）加盟団体報告（上記関連以外） 

 障都連からは、コロナ対策としての支援金が収入認定され、グループホーム利用者の家

賃補助が減額になるなど、様々な影響が出ている。具体的に掴んで改善させていかないと

ならない。天海訴訟は 10/3 に口頭弁論が行われた。2/5 が 2 回目公判となるので、支援

を。視角障害者の国民審査投票において、点字投票となっているが、忌避裁判官の名前を

点字記載して投票するしくみ。ところが期日前会場に裁判官の名簿が届いていなかった。

投票権の侵害ではないか？ 

 

３、会計報告 

今回は間に合わず、次回に報告する 

 

Ⅱ、協議事項 
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１ 、情勢の特徴 

（１）都立・公社病院独法化へ 地方独立行政法人定款可決 

東京都の小池知事は、第３回定例都議会で、来年７月の法人設立を目指すと表明し、都

立・公社１４病院の「地方独立行政法人東京都立病院機構」設立のための「定款」とその

関連議案を提案しました。１１日の厚生委員会を経て１３日の本会議で議案は賛成多数で

可決されました（反対：共産、立民、無・自由、無・グリーン、生ネの３５名）。これに

より地方独立行政法人へ統合する枠組みが作られました。今後、独法化に向けて具体的な

様々な手続きが行われることになり、都議会には「都立病院廃止条例」や「法人の中期目

標」の議案が出されることが予想されます。 

（２）政府が｢全世代型社会保障構築会議｣設置 

岸田首相は８日の所信表明で、「看護、介護、保育などの現場で働いている方々の収入

を増やしていく」と発言。その具体化として２６日、今年１月に廃止された「全世代型社

会保障検討会議」の後に「全世代型社会保障構築会議」を立ち上げ、その下に看護・介

護・保育の収入増に向けて議論する「公的価格評価検討委員会」を設置すると表明しまし

た。会議の事務局は、構築会議の議論が始まるのは、衆院選終了後の見通しと言われてい

ます。会議の事務局は、かつて社会保障と税の一体改革を検討した社会保障制度改革国民

会議で事務局だった内閣官房社会保障改革担当室が担う方向とのことです。 

 

２、当面の重点課題 

（１）中央社保協の取り組みへの結集 

１）新「いのち署名」推進の取り組み                 資料：42～43 

９月２９日署名スタート推進学習決起集会がオンラインメインで開催され、約１５０人

が参加。長友先生による記念講演「地域医療を守る運動の前進を」、連帯あいさつを新婦

人、日本高齢期運動連絡会、２１老福連から、それぞれ社会保障要求、７５歳二倍化阻止

要求、介護改善要求から、いのち署名と共同して取り組む報告がされた。 

 

①署名目標数（前年到達65万筆） 

署名用紙は ３団体版／全労連・社保協・医団連……111万部 

・医団連400,000部（新医協含む）、民医連360,000部、全労連350,000部 

３単産版／医労連・全大教・自治労連…12万3千部 

各団体で目標数の設定 

・全労連100万、医労連180万など 

・地域医療、診療報酬、75歳窓口負担二倍化実施させない取り組み、後期高齢者医療保

険料、年金引き下げ許すな、介護改善、保育改善、生活保護基準の引き上げなど、さ

まざまな社会保障要求の各個別署名とセットで「新いのち署名」推進を訴え、共同を

強める。 
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②取り組み期間の設定 通常国会終了まで 

・署名集約日案 

第一次 12月24日（金） 

第二次 2月28日（月） 

第三次 4月28日（木） 

最終  5月 

・署名提出行動は、国会日程等をにらみながら検討 

１月に国会議員要請を集中させてはどうか。当面、署名検討５団体（全労連、社保協、

民医連、医労連、自治労連）で協議し、事務局的な役割を全労連、社保協が担って進

める。 

③資材等の検討 

署名ハガキ等の宣伝資材、学習資材の提供、データ等を共有し、ＳＮＳ配信、ツイッタ

ーデモ、署名宣伝行動等、コロナ下での設定が難しい中、宣伝行動ゾーンの設定などを

検討する。 

④議員要請行動、自治体請願行動 ※日本医労連の要請文書等の活用 

 前年署名の紹介議員数を基礎にして、その積み上げを図る 

⑤来春の通常国会時期の「いのち署名推進・地域医療まもれ・社会保障拡充」を掲げた統

一行動を、署名提出等あわせて検討し、実施します。 

 総選挙後の情勢や臨時国会の開催も踏まえて、年末から年明け・春先の行動の検討。 

 →臨時国会での国会行動も検討し、通常国会冒頭の１月下旬の総行動を提起。 

 →いのち署名推進団体（全労連・社保協・医団連）中心に、幅広い社会保障拡充要求を

集中させる行動を。全県からの参加も、オンラインとリアル開催を併用して追求する。 

 →署名提出行動（集約日～１２月、２月、４月）の設定、調整も必要 

 

２）地域医療を守る運動の推進で、地域の要求実現への運動推進     資料：44～45 

・11月23日（火・祝）の地域医療を守る運動交流集会（オンライン）への参加呼びかけ

を強め、各県からの参加を要請する。同時に、各地の住民組織の集約に努め、集会の

案内と参加を呼びかける。 

・第２回地域医療構想調整会議 

 

３）75歳以上窓口負担２倍化法等の法律を実施させないたたかい 

１０月４日 高齢者のいのち・健康・人権を守る政治への転換めざす学習決起集会 

＆ 国会議員要請行動 

・住江代表委員講演「今こそ新自由主義と決別し、社会保障充実の政治へ」 

   ・会場とWebで150名超参加、国会議員8名（含秘書）が激励。 

 

①この間の取り組みでの経験など 

・法律が通ったもとで、二倍化阻止は可能なのかなどの声が出されているところもあ
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る。 

・老人クラブへの署名送付・依頼、返信用封筒をつけての全戸配布、新聞折り込み、地

域の医療・介護施設への送付など、取り組みが紹介された。 

②東京では、東京高齢期運動連絡会と相談・連携しながら下記の取り組みを行う 

・一点要望署名「高齢者の人権・命・健康脅かす医療費窓口負担2割化は中止してくだ

さい」に取り組む。 

・東京での目標は35万筆（高齢者の1割の1割）、2022年3月末まで。 

・都道府県議会、区市町村議会議員へ議会請願に取り組む。 

・広域連合議会に同様の申し入れを行う。 

・高齢者の生活実態調査を実施する 

・中央社保協との共同宣伝行動＝「４」の日宣伝（１４日）、２５日宣伝等への参加呼

びかけ。各地で日本高齢期運動連絡会、年金者組合、医団連等諸団体と連携しての宣

伝行動の検討。 

・１１月１７～１９日 厚労省前座り込み行動への参加・結集 

 

③後期高齢者医療制度改善を求め、２０２２年４月の保険料引き上げをストップさせる取

り組みを検討します。 

神奈川をはじめ自治体請願、不服審査請求等の取り組みが各地で計画されており、運動

の交流が計画されています。 

 

４）国保改善の取り組み                       資料：46～53 

①国への要望事項 

②国保学習交流集会 

 １２月１２日（日）１０時～１６時（予定）、完全オンラインで開催。 

内容案：学習講演１「医療費適正計画の中での国保の位置づけと国のねらい」 

２「第二期運営方針の進捗と次期国保料（税）の動向について」 

    報告交流 滞納・差押え問題交流、各社保協・団体意見交流 

 

５）「４の日」宣伝予定 

東京社保協・中央社保協の共同での「４の日宣伝」は、2017年２月からスタートし、

2021年10月（8～10月はコロナと猛暑等で中止）まで39回、延べ1,372人、3,017筆の署

名、80件の介護相談・年金相談、約156,300個のハガキ付ティッシュを配布しています。 

11月14日（日）12～13時は介護をよくするアクション月間として中央団体とともに、

巣鴨駅頭宣伝を行います。 

 

６）各地域社保協では独自・共同の宣伝（再掲） 

９の日宣伝や消費税宣伝の時に合同で計画してください。 
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（２）都立・公社病院の独立行政法人化断固反対 

以下、「人権としての医療介護東京実行委員会」（常幹終了後）で提案予定です。 

 

１）当面の日程 

・11月10日 現行請願署名最終提出 

・11月19日（金）18時半～ 独法化中止を求める学習会（社保協主催） 

・11月26日（予定）13時～ 「独法化中止・コロナ対策充実」署名の厚生委員会審議 

・11月28日（日）独法化中止を求める集会（時間・会場未定） 

２）第４回都議会定例会に「新」請願を提出 

 独法化の手続き中止、都立病院廃止条例をだすなといった内容 

３）引き続き、都議会議員への要請・懇談を進め、各自治体へも「独法化中止」の陳情・

請願の提出する 

 各団体地域組織で協力もしくは独自で提出する（ひな型作成済） 

 

（３）第４９回東京社保学校の開催 

来春へ向けて第49回東京社保学校をこれまでのやり方をも踏まえて開催します。感染状

況や新たな開催形態を探るということも含め、会場とリモートの併用で行います。 

前回確認された12月以降に「総選挙結果の分析」をテーマに開催を具体化します。 

 

日程は、1月10日（祝）、1/15、22（土）午後を予定し、会場と講師の日程で決める 

時間・場所は、２時間程度 Ｗｅｂと会場併用で 可能なところは地域会場を設ける 

内容は、①総選挙結果の分析 ②今後の社会保障制度 ③地域活動交流・指名発言 

    出された講師案 鈴木愛媛大教授、芝田立大教授、長友三重短大教授 など 

具体的には事務局で検討し、次回会議に提案する 

 

リモート併用なので今までのように朝から夕方までの長時間の開催は避けて短時間で数

回に分けての開催することも検討します。また、各地域でも参議院選挙までの期間で開催

をめざしてください。講師料・会場費などへの補助を検討します。 

 

（４）改憲阻止、核兵器禁止にむけた取り組み（再掲）     資料：54 

この運動を広げることが平和と政治変革の実現とともに、いのちと健康が大切にされ、

社会保障を充実させる力になります。今後も改憲阻止、核兵器廃絶と社保運動の一体的な

取り組みを意識して活動を充実させます。 

総がかり行動実行委員会は、11月3日14時～ 憲法大行動（国会前＋Ｗｅｂ）を予定し

ています。 
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また、今年1月22日に発効した核兵器禁止条約への日本政府の参加、批准も焦眉の課題

です。来年３月に開催予定の第１回条約締約国会議に向けて取り組みを強化しましょう。 

 

（５）外科医師を守る会                 資料：55～56 

最高裁での弁論期日が2022年1月21日に決定。ネット署名等でのご支援をお願いしま

す。 

 

（６）相談活動ハンドブックの改訂版の作成 

各団体に分担して加筆・訂正をお願いします。 

 

３、要請事項、その他 

（１）常任幹事会の日程 

第７回  11月25日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第８回  12月23日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第９回  １月27日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第10回  ２月24日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

 

（２）加盟団体・友諠団体の学習会、総会あいさつなど 

①11月21日(日) 都生連第59回大会…メッセージ 

 

（３）当面の日程 

１０月 

２８日(木)15：30～ 人権としての医療介護東京実行委員会事務局会議 

３１日(日)第１９回全国介護学習交流集会 

１１月 

５日(金)09：30～ 都民生活大運動実行委員会 都庁要請行動 

６日(土)13：00～ 東京働く者の権利討論集会 

６日(土)14：00～ こまえ社保協総会 

８日(月)13：30～ 都民連世話人会議 

１０日(水)10：00～ 介護をよくする東京の会事務局会議 

１０日(水)13：30～ 中央社保協第４回運営委員会 

１１日(木)10：00～ 介護・認知症なんでも電話相談 

１５日(月)12：00～ 消費税廃止東京各界連大塚駅宣伝 

      13：45～ 消費税廃止東京各界連事務局会議 

１７～１９日    厚労省前座り込み 
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１９日(金)18：30～ 都立・公社病院の独法化中止を求める学習会 

２１日(日)13：00～ 都生連５９回大会 

２３日(火)13：00～ 第１２回地域医療を守る運動 全国交流集会 

２４日(水)14：00～ 東京高連常任幹事会 

２５日(木)13：30～ 東京社保協第７回常任幹事会 

     15：30～ 人権としての医療介護東京実行委員会事務局会議 

２８日(日)00：00～ 都立・公社病院独法化中止集会 

３０日(火)12：15～ 都議会開会日行動 

 




